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も
と
訓
練
に
参
加
。
消
防
団
幹

部
ら
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、

消
防
ポ
ン
プ
車
や
救
助
用
資
機

材
を
使
っ
た
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
。

　
訓
練
終
了
後
に
は
、
淡
路
広

域
消
防
事
務
組
合
南
淡
分
署
の

署
員
か
ら
講
評
が
あ
り
、
訓
練

中
に
気
づ
い
た
注
意
点
や
改
善

点
な
ど
に
つ
い
て
指
摘
が
あ
り

ま
し
た
。

　
市
消
防
団
の
波
戸
崎
直
弘
団

長
は
「
災
害
時
の
活
動
に
生
か

せ
る
よ
う
に
、
次
の
訓
練
も
考

え
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
南
あ
わ
じ
市
消
防
団
が
、
参

加
者
に
事
前
に
内
容
を
伝
え
ず

に
行
う
「
ブ
ラ
イ
ン
ド
訓
練
」

を
三
原
川
河
川
公
園
で
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
ブ
ラ
イ
ン
ド
訓
練
は
、
参
加

す
る
団
員
ら
に
は
事
前
に
詳
し

い
訓
練
内
容
を
伝
え
ず
に
行
う

も
の
。
災
害
現
場
で
の
活
動
を

念
頭
に
置
い
た
実
戦
的
な
訓
練

に
取
り
組
も
う
と
、
７
月
25
日

か
ら
毎
週
日
曜
日
、
各
分
団
が

交
代
で
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
当
日
に
想
定
を
知
っ
た
団
員

ら
は
、
選
任
分
団
長
の
指
揮
の

消
防
団
が
ブ
ラ
イ
ン
ド
訓
練

シ
ナ
リ
オ
な
し
の
災
害
に
備
え
る

　
議
長
は
榎
本
花か

り

な
璃
菜
さ
ん

（
神
代
小
）、
副
議
長
は
村
上

蒼そ
う
ま馬

さ
ん
（
辰
美
小
）
が
務
め

ま
し
た
。
子
ど
も
議
員
か
ら
は

通
学
路
の
交
通
安
全
や
学
校
の

施
設
整
備
、
環
境
問
題
な
ど
各

小
学
校
で
話
し
合
っ
た
内
容
に
つ

い
て
提
案
が
あ
り
、
市
議
会
議

員
が
丁
寧
に
答
弁
し
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
10
月
31
日
発
行

の
「
議
会
だ
よ
り
」
に
掲
載
さ

れ
ま
す
。

　
８
月
５
日
、
市
議
会
議
場
で

「
第
７
回
南
あ
わ
じ
市
子
ど
も

議
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
子
ど
も
議
会
は
、
ま
ち
の
将

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
政
治

や
行
政
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら

お
う
と
、
南
あ
わ
じ
市
議
会
が

開
催
。
市
内
の
各
小
学
校
か
ら

代
表
に
選
ば
れ
た
６
年
生
15
人

が
、
子
ど
も
議
員
と
し
て
市
議

会
議
員
に
質
問
や
提
案
を
行
い

ま
し
た
。

　
南
あ
わ
じ
市
と
関
西
パ
ッ
ク

株
式
会
社
は
７
月
21
日
、
避
難

所
の
円
滑
な
運
営
実
施
の
た
め

の
物
品
提
供
に
関
す
る
災
害
時

応
援
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
同
社
は
、
段
ボ
ー
ル
資
材
の

製
造
・
加
工
等
を
行
う
企
業
。

市
は
、
大
規
模
な
災
害
が
発
生

し
た
際
、
避
難
所
で
利
用
す
る

段
ボ
ー
ル
製
の
間
仕
切
り
や
ベッ

ド
な
ど
の
供
給
を
要
請
し
ま
す
。

　
同
日
に
市
役
所
で
締
結
式
が

あ
り
、
同
社
の
前
川
太
一
郎
社

長
と
守
本
市
長
が
協
定
書
に
署

名
。
前
川
社
長
は
「
段
ボ
ー
ル

製
品
は
扱
い
や
す
く
、
保
温
性

も
高
い
。
供
給
す
る
製
品
が
避

難
所
生
活
の
精
神
的
な
助
け
に

な
れ
ば
」
と
話
し
ま
し
た
。

子
ど
も
議
会
開
催

小
学
生
15
人
が
質
問
や
提
案

避
難
所
に
段
ボ
ー
ル
製
品
を
供
給

関
西
パ
ッ
ク
㈱
と
協
定

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
提
案
す
る
子
ど
も

議
員

ブラインド訓練に参加する消防団員ら

協定を締結した関西パック（株）の前川社長
（右）と守本市長

避難所に供給される段ボ
ール製の間仕切りとベッド

　「チームオレンジ」は認知症の人とその家族、
認知症サポーター、多職種の職域サポーター等
で作るチームです。地域での見守りなど、早期
から継続して支援することをめざしています。南
あわじ市でも2025年までの立ち上げを目標に、
実態把握や体制整備を行っていきます。

～地域で支えよう～

チームオレンジ

　認知症やその家族、地域の人、専門職等、誰
でも気軽に参加でき、ゆったりと過ごせる場所
です。いちばん星（住所：市福永 572 番地）
で毎月第４木曜日、午後２時～４時に開催してい
ます。

～誰でも気軽に参加できる～

認知症カフェ
「スマイルカフェ」

　認知症について正しく理解し、認知症の人や
その家族を見守り、支援する「認知症サポー
ター」を養成する講座です。講座は５人以上の
グループを対象に実施しています。市内ではこ
れまで延べ約 5,500 人（７月末現在）が講座を
受講しています。

～認知症の知識を身につける～

認知症サポーター養成講座

　「スマイル」では、認知症の家族を介護して
いる人、認知症の家族の介護を経験した人、認
知症の介護に関心のある人が集まって、月に１回
定例会を開き、情報の交換、会員同士の交流を
行っています。

～介護家族も元気に暮らそう～

認知症を支える家族の会
「スマイル」

❶事前登録制度
　認知症等で行方不明になる恐れのある人の特
徴や連絡先、写真などを事前に登録し、関係機
関が情報を共有します。万が一、行方不明になっ
た場合、登録内容をもとにした情報が防災ネッ
トで配信され、関係機関が捜索に協力します。

～「もしも」に備える～

高齢者等の見守り・SOSネットワーク事業

❷訓練
　認知症の人への対応を学び、認知症の人が行
方不明になった想定で探す、声をかけるという
体験をします。認知症になっても安心して暮ら
せる地域づくりをめざして、あなたの地域でも
訓練をしてみませんか。

特集　認知症になっても安心して暮らせるまちに

　認知症は誰にでも起こりうるものです。南あわじ市では、
認知症になっても住み慣れた地域で、安心してその人らしい
生活を継続できるように、さまざまな事業に取り組んでいま
す。事業の詳細は、地域包括支援センター（☎ 43-5237）
までお問合せください。 認知症サポーター養成講座の様子

ともに支え合うために




